
 

 

 

 

 

ご入学おめでとうございます。皆さんはこれから、高砂高校 80 回生としての学校生活を送るこ

とになります。高砂高校は、伝統と歴史がある学校です。その伝統を継承し、新たな歴史をつくっ

ていくのは皆さん一人ひとりです。目的意識を持ちながら、何事にも積極的に挑戦していきまし

ょう。高砂高校には、皆さんの成長をサポートしてくれる先生方がいますので、何事にも一生懸

命に取り組み、有意義な高校３年間にしてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80回生 学年団紹介 

第 1学年主任  

「宝くじが当たるコツ」 

親や学校の先生等、「大人」と呼ばれる人々はよく「努力は必ず報われる」とか「努力は決して

噓をつかない」と言います。でも、それって真実なのでしょうか？ 

「宝くじが当たったらええのになー！」。人間誰しもが思うことです。「当たったら○○買

おう！」、「当たったら○○行こう！」。当たったことを想像するだけでいろんな夢が膨らみます。

では、宝くじが当たる唯一にして絶対のコツは一体何なんでしょうか？それは「宝くじを買うこと」

です。どれだけ強く「宝くじが当たったらええのになー」と思っても、宝くじを買わなければ絶対

に当たることはありません。思いを行動に移さない限り当たる確率は０%です。でも１枚

買えばもしかしたらそれが当たりくじかも知れません。確率は 0.000000000001%もない

かも知れませんが、決して0ではありません。そしてその確率は２枚買えば２倍、３枚買えば３倍、

100枚買えば 100倍になります。 

 でも、宝くじは基本外れます。「努力が必ず報われる」のであれば、「宝くじを買う」という

努力をした人全員が当たるはずなのに。だからあなたは「絶対当たらんわ。もう買うんやめよ」と

思うかも知れません。それは当然の思いかも知れません。だって何回買っても当たらないんです

から。そしてその結果、わずかながらにあった当たる確率は 0%になってしまいました。 

 勉強にしたって、スポーツにしたって理屈は同じです。みんなちょっとでも良い点数を取りたく

て、みんな１回でも多く勝ちたくてやっています。負けようと思って努力している人なんて誰１人

いません。でも、ほんの一部を除いたほぼすべての人がどこかの段階で敗れ去ります。そして敗

れても敗れても諦めずに努力をし続けた人だけが、最後に笑う権利を手に入れるのです。外れて

も外れても宝くじを買い続けた人だけが１等前後賞合わせて 10 億円が当たる可能性があるの

と同じように。 

 これからの３年間でいろんなことがあるでしょう。上手くいくことよりも上手くいかないことの

方が多いかも知れません。「もうええわ、やめよ」と思うこともあるかも知れません。でも、どんな

時でも宝くじを買い続ける３年間であって欲しいと心から願っています。 

そのための当たりくじは多数用意して待ってますから！！ 

4月 当初の予定 

4月 9日（水） 

8：20までに登校 

➀～③ 課題考査（国数英） 

④  LHR（クラス役員選出） 

⑤⑥  離任式・対面式 

4月 10日（木） 

①～④  オリエンテーション 

⑤⑥ 部紹介 

⑦ LHR     

4月 11日（金） 

①～④ 通常授業スタート 

⑤⑥   身体測定 

放課後 自転車点検 

4月 14日（月） 
⑤⑥ 1年個人写真 

⑦なし 

4月 16日（水） 
胸部 X線検診 

⑤⑥ 防災避難訓練 

高砂高等学校 80回生 

学年通信 第 1号 

令和 7年 4月 8日 

持ち物 
・英数国の課題 
・筆記用具 
・提出書類 
・高校生活の手引き 
（各教科の初回授業が 
終わるまで持参する） 

ご入学おめでとうございます。高砂高校へようこそ！ 

 

 



第 1学年副主任 ・ 1組担任  

「大きな夢を持って」 

８０回生の皆さん、ご入学おめでとうございます。１年１組担任の、高木雄也（たかぎゆうや）と申

します。高砂高校に赴任して４年目になります。体育の教員です。部活動は野球部を担当してい

ます。皆さんにとって、初めての高校生活がいよいよスタートします。私から皆さんに言いたいこ

とが１つあります。それは、「自分の可能性を信じて、大きな夢を持ってひたむきに頑張ってほし

い。」ということです。１年間、よろしくお願いします。 

 

2組担任  

ご入学おめでとうございます。1年 2組担任の大石天斗です。 

新しい制服に、新しい教科書。すごくワクワクしませんか。皆さんは嫌かもしれませんが、私は皆

さんと授業がしたくて、ワクワクしています。ちなみに、私は地歴・公民を教えていて、皆さんには

「歴史総合」を教えます。社会は好きですか。一緒に楽しい授業をしたいと思います。他にも、文

化祭や体育大会もあります。一緒に成長し、一緒に楽しみましょう。 

 

3組担任  

ご入学おめでとうございます。高校生活は勉強や部活動、友人関係など様々な経験を積み重ね

る時間です。私自身、高校時代にソフトボール部で出会った仲間は今でも大切な存在です。共に

きつい練習に取り組み、笑い合い、ぶつかり合い、励まし合い、支え合った日々は私の人生のか

けがえのない宝物です。みなさんにもこの高校生活で一生の宝になるような出会いを見つけて

ほしいと思います。学年通信のタイトルの横にチューリップを載せました。花言葉は「思いやり」で

す。思いやり溢れる８０回生になりますように。まずは１年間よろしくお願いします！！ 

 

4組担任 

８０回生のみなさん、入学おめでとう。ご縁があって私も８０回生の皆さんの仲間入りをさせても

らうことになりました。どうぞよろしくお願いします。 

About myself           

①好きなこと 

・音楽（歌うことも聴くことも両方好きです。好きなアーティストはラフマニノフ、リスト、クラシッ

ク音楽が好きです。ピアノ演奏ができる人はぜひ聴かせてください!!） 

・英語（特に Reading が好きです） 

・楽しいことを生徒のみなさんと一緒に楽しむこと（学習も行事もおしゃべりも） 

②ひとことメッセージ：高校では１年生のときから３年後を見据えた様々な学びが始まります。つ

まり３年かけて次の進路を決定していきます。そのために様々な機会が与えられ、選択していき

ます。学習も進路選択もキーワードは「広げること・深めること」です。みなさんの心強いサポータ

ーになれるよう、先生方も心を尽くしてがんばります。 

5組担任 

８０回生のみなさん、ご入学おめでとうございます。みなさんは、新たに始まる高校生活への期

待と不安で胸をふくらませながら今日の入学式を迎えたのではないでしょうか。 

私は今年度、本校に着任したばかりで、まだまだ分からないことばかりです。また、担任をさせ

ていただくのも久しぶりで、緊張感と、またそれ以上にワクワクした気持ちでいます。 

私は理科の教員で、生物が専門です。日本の春を彩る花と言えば「サクラ」を思い浮かべる人

が多いと思います。サクラの花言葉の１つに「精神の美」があります。サクラは折れた部分から腐

ってしまうといわれています。子供の頃、サクラの木を折ってしまったアメリカ初代大統領のジョ

ージ・ワシントンは、そのことを正直に告白しました。海外では、その出来事が花言葉の「精神の美」

の由来になっているそうです。高校生活の中でも失敗したり、間違えたりすることも時にはある

でしょうが、素直にそれを認め、改める「精神の美」がとても大切です。８０回生のみなさんと一緒

に、これから始まる高砂高校での生活を思い切り楽しみたいと思います。よろしくお願いします。 

 

副担任  

８０回生の皆さん ご入学おめでとうございます。 

ほんのひと月前までは、３年生で、後輩を指導する立場でしたね。ところが、今は１年生になっ

て、自分たちが後輩になってしまいました。少し甘えたい気持ちになりましたか。 

優しい先輩たちなので、甘えてもらっていいのです。しかし、高校を卒業するころは、もう成人

１８歳になっていますよね。１８歳の自分を想像してみてください。選挙権がありますよね。家を

離れて一人暮らしを始める人もあると思います。人生をしっかり見つめて進んでいける力を卒業

までに身に付けてほしいと思います。 

進学した嬉しい気持ちを大切にしながら、将来へ目を向けて突き進んでください。 

 

 学年通信タイトル”Soy”に込めた思い  

“Soy”はスペイン語で”I am”という意味なのですが、スペイン語には”I am”に相当する語が

２つあります。１つは”Soy”で、もう１つが”Estoy”です。この２語をどう使い分けるのかというと、
例えば「私は日本人です」なら”Soy un japones”で、「私は疲れています」なら”Estoy 

cansado”となります。 

この２語の使い分けについてピンときた人いますか？そう、”Soy”は名前や国籍等、日によっ
て変わることがない、不変のモノを表す場合に用いる”I am”、一方”Estoy”は体調や感情、状況
等、日々刻々と変化するモノを表す場合に用いる”I am”なのです。 

高校時代の３年間で、自分の人生の道筋がある程度決まってきます。もしかしたら今までは

「○○がそうしてるから」とか「△△と一緒がええから」とか「ただ何となく」いう理由で、いくつ
かの選択肢の中から答え（＝自分の進むべき道）を選んでいた人がいるかも知れません。でも、

これからはそうはいきません。周りがどうであれ、状況がどうであれ、絶対に変わらない自分、”

Estoy”ではなく”Soy”である必要があります。 
これからの３年間が“Soy”探し、“Soy”確立の３年間でありますように！ 


